
　踏切工事と前後の道路工事のため、この区間を全面通
行止めとします。工事が終了するまで、ご通行される皆
さまには不便をおかけしますが、周辺道路へ迂回くださ
いますよう、ご協力をお願いします。
期　　間　9月1日～11月30日（予定）
時　　間　終日
場　　所　市道稲盛芦沼線  JR五能線伊勢村踏切の前後

【問い合わせ先】土木課　電話42-2111（内線396）

7月6日は「つがる市メロンの日」
　7月6日の「つがる市メロンの日」のPR企画として、7月8
日、市内の保育園と小中学校の給食につがるブランドメロン
が提供されました。
　この日は、糖度15度以上の主力品種「タカミ」が510玉用
意され、教職員も含め3,611人分が振る舞われました。穂波
小学校（桑村哲二校長）では、3年生19人が8分の1にカット
された食べごろのメロンに舌鼓。乳井杏樹さんは「とっても
甘くておいしい。メロン大好き」とおいしそうに頬張ってい
ました。また、教室にはつがーるちゃんが登場し、市産メロ
ンとメロンの日をPRしていました。
　7月6日には、つがるブランド認定のタカミメロンを市内
のスーパーや直売所11カ所で「6」にちなんだ特別価格1玉
666円で販売。いつもより約300円がお得となり、用意され
た1,440玉が完売する盛況ぶりを見せていました。

自慢のメロン全国へ
　7月16日、ごしょつがる農協木造総合支店で糖度15度以上
のつがるブランド認定「メロン出荷式」が開催され、関係者
約80人が出席しました。
　選果場の視察やメロンの試食が行われた後、出荷式ではつ
がるブランド推進会議会長を務める福島市長が「全国の消費
者から信頼される産地としての地位を確立できるよう、継続
的な販売戦略とさらなる情報発信に努めていきます」とあい
さつ。木造保育所（佐藤肇所長）の年長児らがトラックの運
転手に花束をプレゼントした後、参加者一同で名古屋・大阪
への出発を見送りました。
　同推進会議によれば、今年のメロンは雨が少なく昼夜の寒
暖差があった分、糖度が高く、例年以上に甘みが詰まった美
味しいメロンが収穫されているとのこと。出荷目標は20万箱
で、5億円の売り上げを目指し、お盆前をピークに9月中旬ま
で出荷が続きます。

柏稲盛地区
道路通行止めのお知らせ
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五所川原塗装工業会会員

藤 一 美 装
登録建設塗装基幹技能者

（代表）藤田　一哉

電話 0173‒26‒4341　携帯 080‒6001‒1760
つがる市森田町森田月見野300‒3  つきみの団地37

一級建築塗装技能士
一級鋼橋塗装技能士
職 業 訓 練 指 導 員
外壁アドバイザー

ペンキの
お化粧屋㈱長内土木造園

刈払機下取りキャンペーン中！
壊れていても他社製品でもどんな刈払機でも5,000円～下取り

外国語指導助手（ＡＬＴ）ジオ先生
退任のメッセージ

ロータリークラブが図書を寄贈
　4月に創立30周年を迎えたつがるロータリークラブ（渡辺典睦会
長）が、市立図書館に10万円相当の図書一式を寄贈しました。
　同クラブは、節目の年に記念事業として市内で寄附活動を行っ
ており、これまでも防犯や環境美化などいろんな分野で地域に貢
献しています。
　今回贈られたのは、子どもたちの調べ学習に役立つ読み物や大
人向けの縄文文化の資料など計17冊。6月15日から書棚に並び、
来館者に親しまれています。渡辺会長は「たくさんの子どもたちに
本に親しんでもらいたい」と話していました。

子どもたちを交通事故から守りたい
　6月25日、こくみん共済COOP青森推進本部（米沼一夫本部長）
が、市に横断旗500本を寄贈しました。
　これは、こくみん共済COOPが全国で行っている社会貢献活動
の一つで、未来ある子どもたちを交通事故から守ろうと、今年スタ
ートした取り組みです。
　市役所で行われた伝達式で米沼本部長は「子どもや高齢者の安
全のために役立ててください」と話していました。贈られた横断旗
は、市内の交通安全母の会を通じて、通学路等で役立てられます。
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　つがる。大好きなつがる市。よく色々な人から「なんで青森好きなの？」と聞
かれましたが、冗談でいつも「りんごがたんげうめえ」や「田舎が好きです」と
返事をしていました。でも本当の理由は違うのです。つがる市の人々は、僕のこ
とを自分の子どものように育ててくれました。アメリカとは文化が違うし、最初
日本に来たときには日本語や津軽弁もあまり話せなかったし、年配の人たちとカ
ラオケで演歌も歌えませんでした。でも、そんなときでも疎外感は感じませんで
した。だから、英語の先生としての仕事は終わりますが、本当はつがーるちゃん
がいないところには住みたくないのです。５年間もここに暮らして、つがる市の
人たちやお世話になった人たちに恩返しをしなくてはいけないのですが、馬市ま
つりのない場所で、新しい技術を学んでから戻らせてください。ジオ以外の外国
人にもつがる市を経験させたいから、違う場所に住むことを許してください。
　すぐ戻るはんで安心してけぇ。
　つがる市が大好きなＧｉｏです。

ジョバンニ・ペレズ
Giovanni・Perez
アメリカ カリフォルニ
ア州出身

木造中をベース校に、　
向陽小、穂波小、瑞穂
小も担当

市に寄せられた善意をご紹介します
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